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１．はじめに 

 企業における心と身体の健康づくりは、取組みが多岐に

わたる。当社では、安全衛生委員会と専門部会である健

康推進部会が中心となって従業員の健康づくりを進めて

きたが、社内の産業保健スタッフだけでは取組みに限界が

ある。とりわけ日々の生活習慣に関連の深い「食を通じ

ての健康づくり」については重要性を認識しているものの、

具体的な活動はできていなかった。一方、従業員の大半が

利用する食堂に対する取組みはメニューと価格に重点が

おかれ、かつ個 人々の嗜好の多様化に合わせてカフェテリ

ア給食方式が導入されたことにより、個々人が摂取エネル

ギー量、栄養バランス等を把握しづらい状況となっていた。

今回、保健所及び給食委託業者と連携し、「昼食時間を利

用した健康づくりの取組み」を実施したのでその内容を報

告する。 

２．実施状況 

（１）事前準備 

①メニューのエネルギー量、野菜量、塩分量の事前把握 

保健所及び給食委託業者の協力を得て、昼食時に提

供しているメニューのエネルギー、野菜量、塩分量を予

め把握し、個々人のメニュー選択に対応した総量提示を

可能とした。 

②食事チェック表の作成 

  昼食として提供されるメニュー一覧表と身長、体重か

ら必要エネルギー量を算出するチェック表を作成した。 

③参加の呼びかけ 

従業員へメールでの参加の呼びかけ、社内ポスター

掲示による案内を行った。 

（２）昼食時間を利用した健康づくりの取組み 

①社内の健康推進部会員による参加の呼びかけ 

②管理栄養士等による対面指導 

 自分の食事選択の傾向を知り、身体状況に合った食事 

内容の理解や自分に合ったメニューの選び方がわかる

ことを目的に実施した。食事チェック表に基づき、エネ

ルギー、栄養バランス等に関するアドバイスを行った。 

③健康情報の提供（啓発コーナー設置） 

（３）結果報告会 

 当日の取組み成果について、当社、給食委託業者、保健

所の三者で意見交換会を行った。 

３．結果 

（１）参加者（総数１００名）の喫食実態を把握 

①昼食時の摂取目安とした１１５ｇの野菜摂取量を上 

回ったのは４８％の人であった。 

②食塩の摂取量上限目安とした３．２ｇ以下であったの

は４２％の人であった。 

 ③選択した品数は２品～３品が中心、３品を選択してい 

る人は１品、２品の人に比べ、エネルギー、野菜摂取量、 

食塩量の平均値が望ましい量となっていた。 

（２）参加者の声 

「こんなにカロリーを取っているとは思わなかった」

「野菜を食べていない、塩分を取りすぎている」 

「小鉢で野菜の必要量が取れるなら毎日続けられる」 

といった声が出された。 

（３）取組みに対する反応 

今回の食事相談の内容に対して全員から「参考になっ

た」との回答を得た。また、９割の人が「食事のことを

考えるきっかけとなった」と評価しており、参加者が

『食』を考えるきっかけや食事選択の傾向に気づくこと

ができたといえる。また、給食委託業者からは、「今後

のメニュー検討の参考になった」との所感を得た。 

４．考察 

（１）今回の取組みはオープンな場での指導であったので、

健康問題に課題がある人のみでなく、多くの人に興味を

持ってもらえる機会提供になった。 

（２）事前準備段階から結果報告会を通じて社内の産業保

健スタッフ、給食委託業者の管理栄養士、保健所スタッ

フの間で健康づくりについてのコミュニケーションを

図ることができた。 

（３）メニューのエネルギー量、塩分量など献立面で改善

が必要なことや個々人がバランス良くメニューを選択

できるしくみが必要なことが今回の取組みで判明した

ので、給食委託業者と協力して課題解決に向けて改善に

取組むことが必要である。 

（４）「食を通じての健康づくり」に向けて教育、実践、

チェックの視点で関係者が協力して取組みを進めるこ

との重要性を再認識した。引き続き、行政と連携しなが

ら、当社の安全衛生委員会を基盤として従業員の健康づ

くりを進めていきたい。 


